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ラット胸骨甲状筋における筋線維タイプ、微小循環血管数
、および筋紡錘数の組織学的研究
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田中
はじめに
ヒトの骨格筋は約300種類650個存在し、歩く、走る、
投げる、跳ぶなど身体全体を使う運動のみならず、話す、
唄う、食べる、飲むなどの主として顔面部と頭部が協調す
る運動にも深く関与している。
従来、骨格筋の運動特性、例えば、歩行やジョギングな
どの比較的軽度な全身運動、ウェートトレーニングやレジ
スタンストレーニング等の強度な特定の部位を強化する運
動ま七は車椅子や寝た切りの生活および微小重力環境暴露
など、あるいはドーピング薬物摂取による骨格筋の可塑性
（肥大・萎縮）とその調節機構について多くの研究が行われ
てきた。しかし、発声、瞭下および岨噂などの運動に関与
する喉頭や咽頭などの頚部に存在する骨格筋の機能的役割
や形態特性は不明な点が多い。
一方、舌骨下筋に属する胸骨甲状筋（sternOthyroid m：
STT筋）は、他の頚部骨格筋と共に嘆下や岨噂の運動およ
び頭部の支持調節を行う上で重要な役割を担っていること
が明らかにされている。そのため、STT筋の運動機能は、
速筋および遅筋の二つの要素が大きく関与しているものと
推定できる。しかし、これらの筋の機能的特性と筋線維タ
イプや微小循環系などの組織化学的特性との関連について
は、これまでに殆ど明らかとなっていない。この不明な点
を明確にすることは、頚部筋の発声、囁下および阻噂など
の各種運動特性をより深く理解する上で重要であるのみな
らず、運動生理学「生命科学および健康科学等の観点から
みてもきわめて重要である。
そこで本研究では、頚部に存在する筋肉のうち舌骨下筋
に属する胸骨甲状筋（STT筋）の筋線維タイプ特性を明ら
かにし、骨格筋の収縮特性や代謝特性に密接に関係してい
る微小循環血管（microcirculatory vessel）および筋紡錘
（muscle spindle）数が他の筋と比べてどのような特性を有
しているかをしらべた。併せて、これらのデータを速筋の
長指伸筋（extensordigitorumlongusm：EDL筋）と遅筋の
ヒラメ筋（soleusm：SOL筋）を用いて得られたデータを相
互に比較・検討した。
方　法
1）夷験の概要と動物
義則（YbshinoriTanaka）　　　指導：今泉　和彦
約13週齢Wistar系雄性ラットのSTT、SOLおよびEDL
筋の筋線維タイプ特性、筋横断面積あたりの徴小循環血管
の数および筋紡錘の数を検討した。
2）筋線維タイプおよび筋紡錘数の測定と分類
Brooke and Kaiserの方法（1970）にしたがって各筋のミ
オシンATPase反応系による筋線維タイプの分類および筋
紡錘数の測定を行った。筋線経は、I（slow－tWitchoxidative：
SO）型、IIa（fast－twitchoxidativeandglycolytic：FOG）型お
よびIIb（fh占t－twitchilycolytic：FG）塑1こ分類した。
3）筋の徴小循環血管数の測定
ラットの心臓を常法により、glutaraldehydeとfbrmalde－
hydeの混合国定液で潅流した後、OSmiumで固定し、
epoxy樹脂で包埋することによって各筋の試料を作成した。
4）統計解析
測定値はすべて平均値±標準偏差として示した。
結　果
1）STT筋の筋線維数は、横断面積（1mm2）あたりI（SO）
型線維（83士3本）が19％、IIa（FOG）型線維（343土16本）
が76％、IIb（FG）塑線維（24土2本）が5％であった。STT
筋のIIa（FOG）型線維数は、SOL筋（101j＝16本）やEDL
筋（106土8本）より約3．3倍高かった。
2）STT筋の微小循環血管数は横断面積（1mm2）あたり
1，280土52個であった。この債はSOL筋（1，171土73個）の
約8％、EDL筋（1，002士46個）の約22％高かった。
3）STT筋の筋紡錘数は横断面積（1cm2）あたり70土6個
であった。この値はSOL筋（35士3個）およびEDL筋（35
土20個）と比較して約2倍高かった。
総　括
STT筋はⅡa（FOG）塑線経が約75％、I（SO）型線経が約
20％を占めた。この結果より、STT筋は筋収縮速度が比較
的高く酸化酵素活性の高いIIa（FOG）型の筋線経が約3／4、
収縮速度が遅く酸化活性の高いI（SO）型の筋線経が約1／5
を占め、ATP産生能がより高く、比較的疲労しにくい骨格
筋である可能性が高いと推定できる。また、STT筋の単位
面積あたりの微小循環血管の数と筋紡錘の数も　SOL筋や
EDL筋に比べて相対的に高いことから、STT筋が疲労しに
くい性質を有している可能性が強く示唆された。
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